
改
編
し
、
九
名
か
ら
な
る
新
委
員
会
（
委
員
長
／
草
間
悟
、
副
委
員
長
／

開
原
成
允
、
委
員
／
木
村
邦
彦
・
桜
井
治
彦
・
里
村
洋
一
・
島
田
馨
・
杉

本
恒
明
・
脊
山
洋
右
・
平
野
修
助
）
を
発
足
し
た
。

新
委
員
会
は
一
九
八
九
年
二
月
二
十
日
に
第
一
回
を
開
催
し
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
入
力
済
の
医
学
用
語
の
デ
ー
タ
尋
ヘ
ー
ス
の
補
完
体
制
の
具
体
化
を
図
り

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
医
学
用
語
辞
典
（
和
欧
・
欧
和
版
）
の
刊
行
に
つ
い
て

は
、
南
山
堂
・
大
日
本
印
刷
Ｋ
Ｋ
と
の
あ
い
だ
で
業
務
が
進
ん
で
い
る
。

六
認
定
医
制
に
つ
い
て
の
三
者
懇
談
会

す
で
に
四
○
に
近
い
分
科
会
が
進
め
て
い
る
認
定
医
制
を
社
会
に
受
容
さ

れ
る
形
態
に
調
整
す
る
た
め
に
、
日
本
医
学
会
長
が
要
請
し
て
、
日
本
医
学

会
・
日
本
医
師
会
・
学
会
認
定
医
制
協
議
会
の
三
者
懇
談
会
を
開
催
し
て
努

力
を
つ
づ
け
て
い
る
。
第
一
回
は
一
九
八
七
年
八
月
二
十
六
日
に
開
催
し
、

一
九
八
八
年
十
二
月
二
十
二
日
で
第
五
回
を
数
え
た
。
現
段
階
で
は
、
一
、

各
学
会
の
認
定
医
を
公
的
に
承
認
す
る
た
め
の
第
三
者
機
関
を
設
け
る
こ

と
、
二
、
医
師
の
加
齢
に
よ
る
経
験
に
基
づ
く
認
定
に
つ
い
て
、
何
等
か
の

方
策
を
と
る
こ
と
、
三
、
認
定
医
・
専
門
医
制
の
広
報
を
広
く
行
う
こ
と
、

四
、
認
定
医
と
診
療
科
名
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
、
「
診
療
科
名
等

の
表
示
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
（
一
九
八
八
年
二
月
九
日
）
の
内
容
を
、

厚
生
省
に
お
い
て
充
分
に
尊
重
す
る
こ
と
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

七
著
作
権
に
つ
い
て

学
術
文
献
の
著
作
権
を
確
立
し
て
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
複
写
権

セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
動
き
が
急
速
に
お
き
て
い
る
。

日
本
医
学
会
と
し
て
は
、
各
分
科
会
の
機
関
誌
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
の

で
、
関
心
が
深
い
が
、
学
協
会
を
通
じ
て
の
著
作
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
、
ま

た
、
著
作
権
者
か
ら
の
複
写
権
の
委
任
お
よ
び
複
写
権
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て
、
な
お
懸
念
が
あ
る
の
で
、
協
議
会
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
中
で
あ

る
。八

医
学
教
育
関
係

日
本
医
学
会
長
の
要
請
に
基
づ
き
、
日
本
医
師
会
は
、
一
九
八
九
年
度
か

ら
医
学
教
育
委
員
会
を
大
幅
に
改
組
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
日
本
医

学
会
は
こ
れ
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
医
学
賞
・
医
学
研
究
助
成
費
の
審
査

に
つ
い
て
は
、
日
本
医
学
会
が
医
学
賞
・
医
学
研
究
助
成
費
選
考
委
員
会
を

発
足
し
、
全
面
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
き
平
成
元
年
六
月
二
十
五
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら

と
こ
ろ
京
都
市
左
京
区
吉
田
河
原
町
一
五
’
九

京
大
会
館
一
階
（
電
話
宅
宍
三
一
×
一
二
一
）

会
場
費
五
○
○
円

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部

平
成
元
年
春
季
大
会

京
都
医
学
史
研
究
会
共
催

（99）327



プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
の
こ
と
ば
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
門
谷
洋
治

一
近
世
京
都
の
「
癩
」
病
人
に
つ
い
て

…
…
・
…
…
・
・
・
…
…
・
…
・
横
田
則
子
（
粒
命
》
呈
館
鑑
）

二
幕
府
典
薬
頭
に
つ
い
て
・
・
…
・
…
…
…
宗
田
一
（
京
都
市
）

三
福
井
藩
解
剖
の
遠
因
の
探
求
ｌ
解
体
新
書
・
重
訂
解

体
新
書
（
吉
雄
氏
）
の
考
察
１

．
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

四
砂
千
代
姫
君
様
拝
診
御
用
留
記

ｌ
彦
根
藩
医
三
浦
太
仲
尚
賢
の
記
録
ｌ

…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

篠
原
治
道
（
富
山
医
薬
科
大
）

五
明
治
期
の
大
阪
で
発
行
さ
れ
た
医
事
雑
誌

．
…
…
・
…
…
…
．
．
…
・
…
・
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

六
佐
伯
理
一
郎
『
普
通
看
病
学
』
に
つ
い
て

．
．
…
…
…
：
…
…
・
…
…
・
長
門
谷
洋
治
（
豊
中
市
）

七
種
痘
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
東
ア
ジ
ア
へ
の
伝
播

ｌ
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
の
比
較
！
：
石
田
純
郎
（
三
菱
水
島
）

八
『
西
説
内
科
撰
要
』
の
刊
行
に
つ
い
て

…
・
…
。
：
…
・
…
…
・
…
…
古
西
義
麿
（
雌
僻
敲
怪
劃
趣
）

九
浅
田
宗
伯
筆
写
『
医
心
方
』
に
つ
い
て

…
．
．
…
…
…
…
…
・
・
…
：
杉
立
義
一
（
京
都
市
）

さ
戦
後
京
都
に
お
け
る
じ
ん
肺
対
策
に
つ
い
て

。
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
・
・
乾
修
然
（
京
都
市
）

爵
鰯
蟻

壼
ド
ー
ト
ド
ト
限
限
暇
腱
咋

ニ
ョ
ン
ヶ
ル
と
そ
の
周
辺
：
：
：
…
…
・
・
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

三
追
悼
・
緒
方
富
雄
先
生
：
・
・
：
．
：
・
・
…
・
有
志

三
報
告
と
招
待
：
．
：
…
…
…
…
：
…
…
：
有
志

京
都
医
学
史
研
究
会
、
北
陸
医
史
学
同
好
会
、
医
学
切
手
友

の
会
関
西
支
部
、
第
九
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
岡
山
）
、

日
蘭
修
好
三
八
○
周
年
記
念
行
事
、
医
学
史
研
究
会
、
日
本

医
史
学
会
関
西
支
部
な
ど

西
医
学
史
関
係
資
料
展
示
・
・
・
…
・
…
…
：
有
志

会
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
手
近
に
あ
る
資
料
、
自
著
、
文
献
等
の

展
示
お
よ
び
解
説
を
行
っ
た
。

特
別
講
演

中
国
古
代
医
学
と
哲
学
・
…
：
：
：
…
：
：
・
・
・
村
上
嘉
實
念
鍛
錬
》
鑑
）

閉
会
の
こ
と
ば
．
…
…
…
…
…
…
…
…
：
．
：
。
：
杉
立
義
一

懇
親
会

｜
月
例
会
平
成
元
年
一
月
二
十
一
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
蘭
学
資
料
研
究
会
と
合
同
で
行
わ
れ
た
）

ワ
ケ

ー
河
口
信
順
が
古
河
藩
に
帰
っ
て
伸
び
ら
れ
な
か
っ
た
理
由川

島
恂
二

霞
蕊
》

朧
朧
崎
Ⅱ
跡
‐
号

（100） 328


